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W112a ASTRO-H搭載 軟X線望遠鏡 2号機 (SXT-2)の地上性能評価
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2015年打ち上げ予定である次期X線天文衛星ASTRO-Hには 4つのX線望遠鏡が搭載される。この 4台のう
ち、0.3-12 keVのエネルギー帯のX線の結像を担うのが 2台の軟X線望遠鏡 (SXT)で、この二つをカロリーメー
タや大面積 CCDカメラと組み合わせることで広い視野を非常に高い感度での撮像、分光観測が可能となる。
この SXTはクァドラントと呼ばれる望遠鏡を４分割したセグメントによって構成され、それぞれに薄い反射鏡

を同心円状に多数並べられている。X線は屈折率が 1より少し小さいため、この反射鏡によるX線の全反射を利
用して集光させる。
　我々は SXTの 2号機である SXT-2の地上性能試験を、宇宙科学研究所のX線ビームラインと可視光平行光

源を用いて 2013年 11月から行っている。可視光測定では 1号機 (SXT-1)と比べ、それぞれのクァドラントごと
の光軸のばらつきが 1/2程度に抑えられていることが分かった。また、Ti-Kαの特性X線 (4.5 keV)のビームを
用いたラスタースキャンから、可視光光軸における全体の有効面積が 454 cm2と得られ、SXT-1と比べ 2%ほど
向上している。さらにGSFCのX線の拡散光の照射測定によってHPDが 1.0分角と得られ、SXT-1の 1.1分角
とくらべ 1割ほど良くなっていることから、望遠鏡としての性能が向上が期待されている。今回の講演では、こ
の SXT-2の地上性能試験で得られた結果とその評価を報告する。


